
成果の説明書 

(氏名) 倪 鏡 (学部) 地域政策学部 

１ 重要事項 

 

＜教育＞ 

■担当講義 

・現代の農村問題、アグリビジネス論、協同組合論 

・初年次ゼミ、基礎演習、演習Ⅰ 

・研究生（留学生）の研究指導を行う。 

・高崎市の課題と政策(コメンテーター) 

 

■取組内容 

・一般講義では、法改正や重要な政策転換を中心に、最新の情報、事例を取り入れ、講

義内容の改善と充実を図った。また、授業中の質問・発言やリアクションペーパー、レ

ポートなどのツールを活用し、学生の授業への参加行動を引き出すようと工夫をした。 

・基礎ゼミでは、学生の社会問題への関心を高めようとして、毎回学生による新聞記

事の発表を行った。学生からは他のメンバーの関心分野や意見を聞くことができて、

とても勉強になったと好評を得た。また、農業経済の入門書と食料農業農村白書の輪

読を実施した。 

・演習Ⅰでは、①「中山間地域問題」とテーマにグループワークを行った。学生たちは

文献や政府の統計を用いて、中山間地域における現状、課題及び現行の政策を調べ、

その結果をまとめ発表会で報告した。②「群馬県やまさと応縁隊活動事業」に応募し、

倉渕町でフィールドワークを展開した。具体的には、有機野菜出荷組織くらぶち草の

会の協力を得て、地域の有機野菜生産の状況、新規就農者の受入状況及び新規就農者

の経営と生活の実態に関するヒアリング調査を行った。また、学生たちは自らも農作

業、販売活動と収穫祭などに参加し、中山間地域の農業振興に取り組んでみた。最後

にこうした実践活動を生かし、くらぶち草の会のために紹介パンフレットを作成した。

完成作品は関係者や群馬県から高く評価された。 

・研究生（留学生）の研究指導を行い、「日中の６次産業化推進における現状と課題」

をテーマに研究報告書を完成させた。 

 

＜研究＞ 

■論文 

(共著)曹斌・倪鏡「日本農民専業合作経済組織引領緑色農業発展的実践与啓示」（中国

語）『中国農民合作社』2025 年第２号（総第 189 号） 

 

■調査研究 

・研究奨励費「農業・農村における新たな担い手創出に関する日中の比較研究」の一

環として、北京近郊における新規就農と市民参加型農業の実態について調査を行

った。その内容を 2025 年度日本地域政策学会研究大会(6 月)で発表する予定(エン

トリー済)。 

・地域課題研究「高崎市における総合的新規就農支援体制構築の可能性に関する調査

研究」をテーマに、群馬県及び高崎市における新規就農の実態と課題について、調査

研究を行い、その内容を報告書にまとめた。 

 



＜学内業務＞ 

入試運営委員会の委員として、入試業務に携わった。 

２ その他の事項 

 

■国際学術交流 

・2024 年 11 月に研究カウンターパートナーの中国社会科学院農村社会研究所訪日視

察団を高崎市役所、倉渕町に案内し、日本における環境保全型農業の推進状況につい

て調査を行った。 

・2025 年 3 月に、中国農業大学人文与発展学院の教授らと学術交流を行い、そして今

後共同研究を進めることについて合意した。 

■学会 

・日本地域政策学会国際交流委員会委員として関連業務に携わった。 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 

＜研究＞ 

「農業・農村における新たな担い手創出に関する日中の比較研究」を継続していく

予定。具体的には、 

① 日本国内では群馬県を拠点にしつつ、フィールドワークの拡大を図りたい。 

② 中国では、様々な農業地域と多様な主体における農業担い手創出の実態について

調査を行う。 

上記の調査内容をまとめ、学会発表と論文執筆を進めたい。 

 

＜教育＞ 

① 担当する講義の内容の充実と深化を図る。 

② 演習では、座学のほか群馬県を中心にフィールドワークを実施する。 

③ 1 期生の卒業論文指導を行う。 

 

＜その他＞ 

・新年度に担当する学内業務にしっかり取り組んでいきたい。 

・中国社会科学院との共同研究、中国農業大学との学術交流など、着実に進めていき

たい。 

・群馬県やまさと応縁隊事業の継続を検討したい。 

・高崎市の地域課題研究に引き続き取り組んでいきたい。 

 

 

 


